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5 月 31 日   主日礼拝 
 

司会・奏楽： 塚原 恵子姉 

 
 

前 奏  

招 詞 詩篇 30 篇 5 節  (旧P960)  

頌 栄 2 編 1 （１、2 節） 

主 の 祈 り 

交 読 文  詩篇 第 108 篇  (「新聖歌」巻末交読文による) 

祈 祷 塚原 恵子姉 

讃 美 歌 312 (1,2)  

聖 書 詩篇 30 篇 (旧P959) 

説 教     「 いのちは恩 寵 のうちに」   安食 弘幸 牧師 
  （峰町キリスト教会） 

讃 美 歌 529 (1,3)  

使 徒 信 条  

献 金 547 

頌 栄 539 

祝 祷  安食 弘幸 牧師 

後 奏 

 

 

 

 

 

 
【本日の聖書（新改訳 2017）】 

詩篇 30 篇 (旧 P959) 

ヤコブの手紙 1章 14、15 節 (新 P458) 

申命記 30 章 19 節 (旧 P370) 

サムエル記第Ⅱ 24 章 (旧 P587) 



【報告】 

●ヤフーによると、「台風 6 号は、31 日(日)午前 6 時現在、沖縄の南にあって、

時速 15 キロで北北西へ進んでいます。」とのこと。 台風の進路にあたる地域

の方々は、不安な日々を過ごすことでしょう。被害がないことを心からお祈り

いたします。 台風の被害を耳にするとき、平成 10 年 8 月 27 日の「台風第 4

号」が那須町にもたらした被害を思い出され、今もその時の様子が鮮明に残っ

ています。神さまに祈ることと同時に、台風への備えをしっかりしたいと思い

ます。尚、今年の梅雨は、晴れれば例年以上の蒸し暑さ、雨が降る時には激し

く降るとの予想です。これからの季節、特に体調管理に留意しましょう。 

●本日の「ひつじかい」は、「讃美と恵みのひととき」です。 

●本日の愛餐会は、ピラフ と ポトフ です。 

●礼拝は、YouTubeでライブ配信をしております。どうぞご覧ください。 

 
【次週の予告】 

6/7 日(日) 主日礼拝 

説 教 題： 「わたしのやめとま」 

聖書箇所： 使徒の働き 5 章 12～32 節 

説 教 者： 渋沢 宝 伝道師（峰町キリスト教会） 

讃 美 歌： 2編1(1,2)． 529(1,3)．オレンジファイル13「あなたをたたえ」. 539. 
 

  

〔はじめての方へ〕 
 

・よくおいでくださいました。神様と共に喜んで歓迎いたします。 
・聖書（新改訳 2017）、讃美歌をお持ちでない方は、教会備え付けのものをお使

いください。 
・礼拝順序など、となりの方に遠慮なくお聞きください。 
・礼拝献金は、感謝の“しるし”として献げるものです。額は自由です。受付に

ある封筒をご利用ください。 
・ご相談のある方は、担当の者が承ります。お声をかけてください。 
・集会は下記の通りです。 
 

★ 「礼拝」（日）       午前 10：30～12：00 
★ 「聖書の夕べ」（火）    現在お休み中です。 
★ 「やさしい聖書の話」（水） 現在お休み中です。
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